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達 成 状 況 評価 考　　　察 評価

①
子どもの育ちや発達の
連続性を学びながら環
境の見直しを行う。

ブロック別研修会を通して発達の連続性を学び、今の子ども
の楽しんでいることや育ちを共有し、意識して環境を整えるよ
うになった。体を動かして遊ぶ環境や遊びを提供し、継続的
に取り組んだことで、体を動かして遊ぶことを楽しむ子どもが
増えた。共有スペースや園庭の環境を整えることは課題が
残った。

B

指定事業を受け、子どもたちの発達に即し
た教材作りや環境構成を整えるよう保育者
同士のベクトルに合わせて取り組むことが
できている。今後も更なる研究推進に期待
する。

Ｂ

発達段階を追って遊びの内容を充実させてい
けるように、職員間で発達の共有をしていく。
共有スペースの使用時間や環境設定等の情
報交換を定期的に行い、環境整備は計画的に
行う。

②

子ども理解に努め、特
性や発達のねらいに適
した保育の援助と振り
返りを行う。

発達段階を捉えながら、子どもが何を楽しんでいるのか探
り、保育者同士で話し合うことで、クラス全体や一人一人の子
どもの実態に応じた環境や援助を振り返ることができ、意欲
が向上した子どもが60％。その時々の子どもの姿に対して環
境や援助を臨機応変に対応してくことは十分でなかった。

B

一人一人の子どもの実態に応じた環境構
成や支援ができており、子どもの興味や関
心、意欲の向上が見られる。遊びが見つか
らない子どもがいないよう環境構成に努め
てほしい。

A
子どもを肯定的・多面的に捉えながら、職員間
で共通理解し、子どもの発達や思いに寄り添
えるような援助や環境構成を行う。

③
子どもが心を動かして
いる機会を大切にする
援助を行う。

一人一人の気持ちに寄り添い、思いを丁寧に受け止めてき
たことで、人との関わりを楽しんだり、思いを言葉で伝えたり
する子どもが増え、意欲が向上した子どもが60％以上。子ど
もが自ら表現したり伝えたりする場面で、保育者が子どもの
気持ちを察して先走ってしまうことが課題である。

B

保育者一人一人の見方ではなく、話し合い
の場をもつことで多面的な捉えになり成果
につながっている。友達と関わり合い、思い
やりの心や態度の育成、そして行動化へさ
らに支援の工夫をお願いしたい。

Ｂ
日々の保育の中で一人一人の思いを受け止
め、子どもが自分らしさを発揮でき、自分で行
動できるような関わりを意識していく。

①

教材研究について園全
体と個人の両面から学
んでいくことで、保育環
境の充実や職員の資質
向上を目指す。

保育の引き出しを増やそうと保育者同士で教材や環境につ
いて話し合う場が増え、環境作りや教材の選び方等意識して
設定するようになった。教材研究で学んだことを保育の中に
積極的に取り入れ、実践に生かすことができた。

B

限られた時間の中で教材研究に務められ
ていた。今後も充実した保育内容につなげ
るためにも引き続き保育者自身が様々な素
材の特性を知り、保育に生かせるように研
究していってほしい。

Ｂ
子どもが選択し、考えて遊ぶことができる環境
の工夫や子どもの興味・関心に合った素材や
用具について話し合い、研究を継続して行う。

②
職員間で研修内容を共
有し、主体的に取り組
む。

研修を通して多様な意見や考えを聞くことで、普段の保育に
対しての課題が具体的にわかり、援助や環境を見直すことが
できた。事前事後の話し合いを通して、全職員で共有するこ
とができ、学びを実践につなげ、情報共有できた。お互いの
学びを自分の保育に意識して取り組んだ保育者が７０％以
上。

Ａ
全職員で研究推進に取り組めており、職員
間の課題共有や共通実践もベクトルに合わ
せて取り組めている。

A

課題や保育内容についての方向性を共有す
るために、職員間でコミュニケーションを取った
り各年齢と連携を図ったりする機会を継続して
行う。互いの保育室の環境を見合い、気付い
たことを伝えたり学んだことを保育の中に取り
入ていく。

①
子どもが経験しているこ
とや育ちを意識して情
報発信を行う。

園での子どもの姿や成長している場面を具体的に伝えていく
ことで、子どもの成長を一緒に喜び合ったり、考えたりするこ
とができた。保護者に対して今経験している遊びからどのよう
な育ちが見られているのか、今後見られそうなのか等の内容
について定期的に便りやドキュメンテーションで伝えることは
不十分だった。

Ｂ

保護者アンケートを見ても、保育所の取り
組みや情報伝達等全ての項目で９５％以上
の肯定的評価（強肯定も９割弱）をほぼ得
ており、保護者に信頼される園づくりができ
ている。

A

便りやドキュメンテーションを活用し、遊びの中
で子どもが何を経験し、どのような学びや育ち
につながっているのかを、定期的に分かりや
すく発信していく。

②

地域や自然・人・場所等
を活用して、地域に親し
み、地域とつながれる
保育を行う。

地域の人との出会いを大切にし、親しみをもって関わることが
できるように努めた結果、子どもが地域の人的・物的資源に
興味を示す姿につながった。地域の方と継続して交流したり
保護者に伝えたりすることは不十分だった。

Ｂ

職員が地域の方々に親しみの気持ちをもっ
ていたり、関心が向くような言葉がけをして
いったことが、人との出会いを喜んだり、関
わりを楽しみにする子どもの姿につながっ
ている。今後も地域から大切にされているこ
とを子どもや保護者に発信してほしい。

Ｂ

地域の方や自然と触れ合う機会を多く取り入
れ、子どもが心動かされる場面を見逃さず保
護者に発信し、地域とつながることができる保
育を継続していく。

【評価基準】Ａ：十分満足　　Ｂ：おおむね満足　 Ｃ：もう少し努力すべき　　Ｄ：大いに努力が必要
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自　己　評　価
中期経営目標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　香南市立野市東保育所
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 短  期  経  営  目  標
（評価項目）

【保育目標】おひさまと なかよし ひがしっ子
【経営目標】『子ども一人一人を大切にし、保護者に信頼され、愛される保育所』をめざす
＜子ども像＞〇友達とかかわり、思いやれる子ども　　　    〇自ら遊びを作りだす子ども　　                 　〇自分のことは自分でしようとする子ども
＜保育所像＞〇一人一人の子どもを大切にする保育所　　〇保護者の子育てを支援する保育所　         　〇保幼小の連携を大切にする保育所
＜保育士像＞〇子どもとの信頼関係を大切にする保育士　〇保護者とのよりよい信頼関係を築く保育士　  〇専門性の向上に努める保育士
　　　　　      　〇チームワークを大切にする保育士　　　    〇意欲を育み環境を考える保育士

保育所関係者評価


